しながわぼうさいくみんけんしょう

さいがいからわたしたちのいのちとくらしをまもるため、じじょ・きょうじょのじゅうようせいを
つぎのせだいにひきついでいくというけついのもと、わたしたちしながわくみんは、
ここに「しながわぼうさいくみんけんしょう」をさだめます。

そなえる
さいがいはいつおこるか　わからない
そなえることは　とくべつなことじゃない
わたしはそなえる　わたしやあなたをまもるため

あいさつする
いざというときは　ちいきのひとがたよりになる
ちいさなつながりが　おおきなちからになる
わたしはあいさつする　ちいきとつながるため

つたえる
かこのさいがいから　おおくをまなんだ
どうそなえるのか　どうたすけあうのか
わたしはつたえる　つぎのせだいにひきつぐため

こうどうする
ちからをあわせて　ぼうさいりょくをたかめよう
くんれんにさんかして　ちいきとつながろう
わたしたちはこうどうする　ともにのりこえるため

れいわはちねんさんがつじゅういちにちせいてい　
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こうどうししん

しながわくは、りんかいぶとだいちのほかに、くないをめぐろがわとたちあいがわがながれています。れいわななねんくがつじゅういちにちのごううではたちあいかわがはんらんするなど、じしんだけではなく、ふうすいがいへのたいさくもひつようです。しながわ・おおさき・おおい・えばら・やしおのごちくそれぞれのちいきとくせいにおうじたさいがいたいさくをすすめましょう。

●そなえる
さいがいはいつおこるか　わからない
　さいがいはいつ、どのようにはっせいするのかだれにもわかりませんが、そなえることはできます。また、ぼうさいにかんするちしきをまなぶこともひじょうにじゅうようです。そなえとぼうさいにたいするまなびをせっきょくてきにおこないましょう。
そなえることは　とくべつなことじゃない
　ざいたくひなんができるように、かぐのてんとうぼうしやいっしゅうかんぶんのびちくをおこないましょう。しょくひんやせいかつようひんをすこしおおめにかいおきする「ろーりんぐすとっく」により、むりなくびちくすることができます。また、さんぽしながらひなんけいろやがいとうのしょうかきなどのばしょをかくにんしましょう。
わたしはそなえる　わたしやあなたをまもるため
だれにでも、いのちをまもりたい「あなた」がいるとおもいます。かぞくやぱーとなー、ぺっとなど、ひとそれぞれです。じぶんだけではなく、たいせつな「あなた」もまもるため、そなえましょう。


●あいさつする
いざというときは　ちいきのひとがたよりになる
さいがいがはっせいしたとき、まずたすけのてをさしのべることができるのは、となりきんじょのちいきのひとたちです。ぼうさいくんれんなどのちょうかい・じちかいのかつどうにさんかして、ひごろからちいきとつながりましょう。
ちいさなつながりが　おおきなちからになる
わたしはあいさつする　ちいきとつながるため
へいせいにじゅうはちねんくまもとじしんでは、ひごろあいさつしかしていなかったじゅうみんどうしが、さいがいじにはたすけあうかんけいになったといわれています。まずはちいさなつながりである「あいさつ」からはじめることで、ちいきとのつながりをふかめていきましょう。

●つたえる
かこのさいがいから　おおくをまなんだ
どうそなえるのか　どうたすけあうのか
　はんしん・あわじだいしんさいやひがしにほんだいしんさい、へいせいにじゅうはちねんくまもとじしん、れいわろくねんのとはんとうじしんなどのにっぽんかくちではっせいしただいじしんのほか、れいわがんねんのひがしにほんたいふうやれいわななねんくがつじゅういちにちのごううなどのくないにひがいをもたらしたふうすいがいもふくめ、わたしたちはかこのさいがいからおおくのきょうくんをまなびましょう。
わたしはつたえる　つぎのせだいにひきつぐため
かこのさいがいからまなんだきょうくんをつぎのさいがいにいかすためにじゅうようなことは、こどもたちなどつぎのせだいへきょうくんをひきつぐことです。そのために、きょういくやいべんとなどをつうじて、ぼうさいのちしきだけではなく、じぶんでかんがえ、こうどうできるようにつたえていきましょう。


●こうどうする
ちからをあわせて　ぼうさいりょくをたかめよう
さいがいたいさくでは、じじょ・きょうじょ・こうじょのれんけいがじゅうようです。また、く・くみん・ぼうさいくみんそしき・じぎょうしゃなどのさまざまなしゅたいがそれぞれのせきむやつとめをにんしきし、たがいにれんけい・きょうりょくしましょう。
くんれんにさんかして　ちいきとつながろう
さまざまなしゅたいがれんけいするため、ぼうさいくんれんなどにさんかすることからはじめましょう。そして、あいさつによるちいさなつながりをさらにふかめ、たがいにたすけあえるかんけいせいをきずきましょう。
わたしたちはこうどうする　ともにのりこえるため
　しながわくさいがいたいさくきほんじょうれいに「そうりょくをけっしゅうして「しながわのぼうさいりょくのこうどか」をはかることがじゅうよう」としめしているように、いのちをまもるためにさまざまなしゅたいがそれぞれのたちばからこうどうすることがじゅうようです。ひとりひとりがちからをあわせて「わたしたち」みんながこうどうし、ともにたすけあい、いのちをまもりぬきましょう。

